
１　基本事項

２　管理運営状況

（１）令和２年度管理運営状況（主要な取組・成果、地域貢献等の実績）

⑵利用状況

（単位：人）

⑶施設の設置目的達成に関する取組

①日帰り入浴施設の管理運営に関する業務
　利用申込の受付等・利用料金の徴収・管理業務、利用客の安全安心の確保、利用客への各種サービスの提供、施設、設備、器具及び備品の維持管
理
②温泉宿泊施設の管理運営に関する業務
　利用申込の受付等・利用料金の徴収・管理業務、利用客の安全安心の確保、利用客への各種サービスの提供、施設、設備、器具及び備品の維持管
理
③その他の業務
　自主的に行う事業

⑷指定管理者 株式会社能生町観光物産センター

⑸指定期間

⑹主な事業

平成30年度 平成31年度（令和元年度） 令和２年度

令和２年４月１日から令和５年３月31日までの３年間

48,20651,605

●大浴場（男女）・露天風呂（男女）・丸の湯・楽の湯、合計6つの浴場を有し、日帰り及び宿泊のお客様が心身ともに癒される健康増進の温
泉として、気持ち良くご利用いただくために脱衣場の清潔感に十分配慮し、ご利用いただいた。
●地元能生漁港水揚げの鮮魚を中心とした新鮮な海の幸を活用した料理を、日帰り宴会、宿泊時の料理や昼食等、様々な調理方法を駆使
し、ご満足いただけるようご提供した。
●地元スキー場と連携して、要望の多いリフト券の割引付プランや日帰り入浴券付のリフト券を販売するなどして、相乗効果でスキー場及び
柵口温泉の利用を促すとともに、交流人口の拡大に努めた。
●柵口温泉郷の伝統行事である、ジオサイト権現岳登山の運営に参加した。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で前日の神事のみの実
施となったが、神事の進行役を務めさせていただき、参加者との交流を深めた。
●能生地域の老人クラブや地区毎の宴会、敬老会など、日帰り宴会のできる温泉として地域貢献を主たる目的とし、地域振興や地域活性化
に資する活動を行ったが、自粛傾向の中でわずか数件をお手伝いする形となった。
●上南地区及び能生ライオンズクラブと合同で能生谷地域の見どころ整備及び環境整備活動として桜の苗木植樹を行った。（次年度以降も
継続予定）
●新しい生活様式にマッチしたサービスの提供の一環として、通信販売サイトの運用を開始し、令和２年10月～12月にはマリンドリーム能生
と合同で誘客し、通販サイト利用促進キャンペーン「豊漁大感謝祭」を開催して交流人口・関係人口拡大を図り、多くの利用者に楽しんでい
ただいた。
●コロナ禍による新たなニーズの獲得策として「テレワーク・ワーケーションプラン」の販売を開始した。

7,958

指定管理者名

総利用者数

宿泊利用者数 6,7867,986

日帰り利用者数

令和２年度指定管理業務　評価票

能生事務所⑶所管部署

地域住民の福祉及び都市と農山村の交流促進に資すること。⑵施設の設置目的

柵口温泉権現荘⑴公の施設の名称

27,63556,16459,591

能生町観光物産センター能生町観光物産センター能生町観光物産センター

●コロナ感染が拡大する中で感染防止対策として、まずスタッフの体調管理、手洗い、アルコール除菌の徹底、日帰り入浴、宿泊のお客様
について代表者様の名簿記入及び全員の検温の実施、さらに宿泊のお客様へアルコール除菌スプレーボトル、マスクケースを差し上げるな
ど衛生管理に努め、安全で安心してご利用頂ける施設を目指した。
●４月より高齢者いこいの家制度をスタートして健康増進、交流の場としてご利用頂いた。
●コロナ禍で各イベントが中止になる中、地元のかまくら祭りに参画し、イベント当日に宿泊客を会場へ送迎してかまくらを体験いただき、地
域の皆様との交流を図り、地域の活性化に取り組んだ。
●月例イベント「風呂の日」、季節イベント　「こどもの日」　「母の日」を実施、抽選会や該当者に心ばかりのプレゼントを贈り、日頃の感謝と交
流に努めた。

20,849



⑷ 収支状況

令和3年度(予算）

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画

商品売上高

賃貸料収入

権現荘売上 185,000,000 175,392,816 191,500,000 171,817,825 121,200,000 134,811,071 164,000,000

入場料・手数料等収入 500,000 522,772 500,000 465,404 300,000 243,340 300,000

施設管理受託料 32,235,665

案内業務受託料

小計 185,500,000 175,915,588 192,000,000 172,283,229 121,500,000 167,290,076 164,300,000

期首棚卸高 6,358,000 6,358,005 9,368,000 9,367,963 12,036,000 12,035,990 8,801,020

商品仕入高 13,000,000 11,852,301 12,500,000 12,856,633 8,000,000 7,668,419 7,500,000

食材等仕入高 41,000,000 45,287,259 44,000,000 44,517,954 34,500,000 35,216,431 38,000,000

不良品原価 0

仕入値引戻し高 0

期末棚卸高 3,000,000 9,367,963 4,500,000 12,035,990 5,500,000 8,801,020 7,800,000

小計 57,358,000 54,129,602 61,368,000 54,706,560 49,036,000 46,119,820 46,501,020

売上純利益 128,142,000 121,785,986 130,632,000 117,576,669 72,464,000 121,170,256 117,798,980

販売員給与・賞与 40,000,000 49,110,768 49,000,000 47,494,216 47,000,000 45,964,738 45,000,000

案内業務人件費

役員報酬 1,500,000 1,500,000

管理者給与・賞与 7,000,000 2,079,016 2,000,000 902,276 1,000,000 982,860 1,000,000

厚生費 7,200,000 8,520,985 7,200,000 6,786,669 7,500,000 6,664,112 6,600,000

その他の人件費 62,100

旅費 60,000 324,288 350,000 153,872 120,000 66,896 50,000

広告宣伝費 3,500,000 3,590,495 3,600,000 4,143,860 2,800,000 6,437,705 4,800,000

容器包装費 200,000 177,402 150,000 270,862 200,000 204,584 200,000

発送配達費 10,000 20,343 50,000 23,862 20,000 361,256 400,000

支払い手数料 3,000,000 3,612,898 4,000,000 4,256,102 2,600,000 7,924,305 7,300,000

その他販売費 250,000 510,128 600,000 488,062 300,000 432,212 250,000

販売促進費 7,000,000 8,820,992 4,200,000 5,512,788 3,500,000 7,385,495 6,000,000

減価償却費 28,800 57,600 50,000 57,600 60,000

地代家賃・リース料 1,500,000 1,570,384 1,600,000 2,148,540 1,600,000 1,855,308 2,000,000

修繕費 1,000,000 1,360,530 1,500,000 2,320,575 900,000 1,605,230 1,600,000

事務用消耗品費 800,000 667,770 650,000 634,061 500,000 1,219,203 700,000

通信交通費 2,000,000 1,622,359 1,650,000 1,170,432 1,000,000 1,276,305 1,100,000

水道光熱費 27,000,000 29,853,078 30,000,000 30,217,587 24,000,000 26,875,663 27,000,000

租税公課 100,000 183,950 184,000 112,600 100,000 53,163 100,000

接待交際費 100,000 138,014 150,000 101,716 100,000 16,815 30,000

保険料 700,000 664,368 670,000 619,265 620,000 669,470 670,000

備品消耗品費 5,000,000 5,185,321 5,400,000 4,043,516 3,500,000 5,373,936 4,200,000

管理諸費 13,500,000 12,292,845 11,500,000 10,512,939 10,000,000 9,793,761 9,800,000

寄付金 10,000

イベント費 82,316 1,245,825 1,000,000

衛生費 3,500,000 3,069,730 3,500,000 3,072,004 2,400,000 2,657,022 2,800,000

不良品・たな卸増減

雑費 2,000,000 1,912,200 2,000,000 1,359,952 1,000,000 787,840 700,000

小計 125,430,000 135,316,664 129,954,000 126,485,672 110,810,000 131,473,404 124,860,000

営業利益 2,712,000 -13,530,678 678,000 -8,909,003 -38,346,000 -10,303,148 -7,061,020
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令和3年度(予算）

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画

受取利息割引料 1,000 162 79 56

受取配当金

雑収入 200,000 868,732 3,591,040 8,745,000 351,371 4,400,000

小計 201,000 868,894 0 3,591,119 8,745,000 351,427 4,400,000

支払い利息 28,388

雑損失 300,000 235,171 278,128 300,000 1,793,801 1,300,000

その他営業外費用

小計 300,000 235,171 0 278,128 300,000 1,822,189 1,300,000

2,613,000 -12,896,955 678,000 -5,596,012 -29,901,000 -11,773,910 -3,961,020

雇用調整助成金 10,430,160 4,000,000

国庫等補助金 1,343,750

小計 11,773,910

2,613,000 -12,896,955 678,000 -5,596,012 -29,901,000 0 38,980
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「収支状況」における市の
状況分析

・指定管理者制度移行当初の赤字の解消を図るべく、利益確保の取組により赤字幅を減らし、黒字化する見込
みであった。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、達成に至らなかった。
・今年度は、年度当初からコロナ禍の運営で苦戦した。４月中旬から５月末まで市からの休業要請があり、８月
末まで宿泊入込の対前年比はマイナスであった。その後、９月から12月までの間はＧｏＴｏキャンペーンで宿泊
入込の対前年比はプラスに転じていた。
　しかし、12月末のＧｏＴｏキャンペーンの停止と、その後の国の緊急事態宣言で、宿泊予約はキャンセルが相
次ぎ、年明けには大雪のため、臨時休館も重なり、全体としては宿泊入込の対前年比が85％にとどまり、純売
上高は対前年比78％となった。
・上記のことから指定管理契約上のリスク分担により、その損失補填分として指定管理料を35,459千円支払い、
収支決算額は０円となっている。

税引前当期利益

令和2年
区分

30年度 31年度（令和1年）

営
業
外
損
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３　適正な管理運営の確保

評価指標

目　標

実　績

【実施状況】

・コロナ感染防止、食中毒予防のための衛生管理の徹
底、地元スキー場との連携、地場産生鮮食材を使用した
料理の提供や通販商品で地域振興及びＰＲに努めた。
・各イベントを通じて健康増進及び地域の活性化に努め
た。３月に発生した来海沢土砂災害の避難者を受け入れ
て、公の施設としての役割を果たした。

・全ての皆様が安心・安全に施設利用できるように車椅
子、シルバーカー、杖を玄関に配置した。また、車椅子
ユーザーの方にも不自由をかけないよう、特製スロープ
を用意している。
・丸の湯はバリアフリーになっており、車いすユーザー
やマタニティ、子育て世代のご家族などに有料貸切風呂
としても利用いただいている。

・整理整頓の徹底と毎日のスタッフ及び宿直職員館内巡
回を実施している。
・法定点検の確実な実施と定期的な自主点検を実施して
いる。
・衛生管理の徹底と日々の清掃を実施している。

・施設内の連絡及び当日の顧客情報を共有するため、毎
日ミーティングを実施している。ミーティングの場に
て、接客の資質向上の基本となる挨拶唱和を行い、徹底
を図っている。それに加え、事業計画で定めた適切な人
員配置により、お客様満足度の向上を図っている。

・フロント・厨房・サービスの各部からのヒヤリハット
の報告により、危険防止及びリスク情報の共有を図り、
緊急時には消防計画に基づいた緊急体制が迅速に取れる
よう対処している。また、11月30日に救急救命講習を受
け、権現荘スタッフ全員が講習を修了し、認定証を取得
した。
・年２回の休館日に合わせ、地元消防署より講師を招い
て消防訓練、救命講習・AED操作訓練などによるリスク
対応訓練を実施している。

利用者等からの意見・要望・苦情等とその対応

ネットの口コミには迅速に対応し、可能なものは速やか
に実行している。各部屋に宿泊アンケート用紙を設置
し、貴重な意見を反映させるために毎日のミーティング
にて報告を行い、情報共有と指摘事項の改善やモチベー
ションアップを図っている。

市の評価

評　　価 Ａ－

改善事項

・付近の住民から権現荘敷地の雑草管理や降雪時
の除雪（雪捨て）で苦情があるので注意願いた
い。

【評価基準】

Ａ＋

Ａ－

・施設の設置目的を十分に理解し、適正な管理運営をし
ているか。

目
標
管
理

利用者の安全確保と適正な施設管理

利用客の事故ゼロ、食中毒ゼロ、水質由来事故ゼロ

事故「0」

実
施
状
況

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ａ＋

評価理由

令和２年の２月から流行し始めた新型コロナウイル
ス感染症にできる限りの対策を講じて、お客様に安
全に、安心してご利用いただけるように努めた。快
適に非日常の空間、時間をお過ごしいただけるよう
お客様目線で目配り、気配りに努め、不測の事態に
即対応できる体制づくりを行った結果、幸いにも大
きな事故なく通常の営業を行うことができた。

点検項目

・誰もが利用できる仕組みを構築し運営しているか。

80％以上　95％未満

・誰もが利用できる、バリアフリーを意識した運
営を行っている。
・コロナ禍に対応して空気清浄機設置などの独自
の取組が行われている。
・消防訓練、救急救命講習全員受講など危機管
理、緊急時対応の意識向上に努めている。
・大きな事故、苦情が無く営業できている。

全職員が同様の対応ができるよう、さらなる感染予
防対策の徹底、マニュアル内容の再確認、救急訓練
など、職員が不測の事態に対応できるように危機管
理意識の向上と継続を図る。

Ｃ 80％未満

目標達成率（％） 判断基準

事業計画の目標や仕様書の内容を大幅に上回る成果があり、特に優れているもの

事業計画の目標や仕様書の内容を上回る成果があり優れているもの

事業計画の目標や仕様書の内容を下回り、改善努力が必要なもの

事業計画の目標や仕様書の内容を大幅に下回り、早急に改善対策を要するもの

ＡＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ｂ

100％以上　105％未満

115％以上

105％以上　115％未満

95％以上　100％未満
事業計画の目標や仕様書の内容に概ね沿っているもの

・協定書及び仕様書等に基づいて設備の保守点検や備品
の点検を適正に実施しているか。

・協定書、事業計画書等で定めた職員体制がとられてい
るか。

・利用者が安全、安心に利用できるような緊急・救急体
制を有しているか。

・事故防止や事故発生時の対応について研修等を実施し
ているか。

ランク



４　利用者サービスの向上や利用者数増の取組

評価指標

目　標

実　績

資
料

【実施状況】

・日帰り入浴の応援プラン及び付加価値を付けた
新プランの販売を行った。月１回の全体及び日々
のミーティングでの情報共有と社員の意識改革と
ソフト面の強化を図った。

・季節プランの設定、ＧｏＴｏキャンペーンに合わせた
ＤＭやメール送信、特典等付加価値を付けた単価アップ
の誘客を促した。コロナ禍で訪問営業はできなかった
が、地元老人クラブ・企業への日帰り宴会、ケータリン
グのチラシ送付や市内折込を実施した。また、旅行社の
プレゼンに出席し、県内修学旅行誘客のためのＰＲを行
い、１組の申込みにつながった。

・毎月26日を「風呂の日」として、来館動機づけを
行った。
・マリンドリーム能生と合同誘客及び通販サイト利用
促進キャンペーン「豊漁大感謝祭」を開催した。

・ツイッター・ＬＩＮＥ・ホームページからの情報発
信を最大限利用し、誘客を行った。
・マリンドリームとの合同広告やＤＭ、合同の営業活
動実施による効果的な権現荘のＰＲを実施した。
・通販サイトＰＲによる関係人口の拡大策を実行し
た。

・アンケートで貴重な意見収集に努め、利用者満足度
向上を図るための施策、改善を行っている。

市の評価

評 価 Ｂ

改善事項

・毎月26日の「風呂の日」のメリットが分かりに
くい。
・インターネット宿泊予約サイトの利用を促進し
た結果、それに伴う広告宣伝費と利用時の手数料
がかさむ結果となった。直営のホームページから
の予約増を促す仕掛けを検討すること。

【評価基準】

Ａ＋

Ａ－

Ｂ 80％以上　95％未満 事業計画の目標や仕様書の内容を下回り、改善努力が必要なもの

Ｃ 80％未満 事業計画の目標や仕様書の内容を大幅に下回り、早急に改善対策を要するもの

ＡＡ 105％以上　115％未満 事業計画の目標や仕様書の内容を上回る成果があり優れているもの

Ａ

口コミ評価もアップはできたが、広告宣伝費、販
売促進費もかなりアップしてしまった。今後広告
宣伝を打つタイミングと販促の見直しを行い、経
費削減と利益確保に努める。

・職員によるＤＭの手配り投函（郵便受けに入れ
る）の取組の効果が出ている。
・会員登録のアナウンスは、ホームページ上に出
てはいるが、分かりにくい。
・ＬＩＮＥ登録についても分かりにくく、権現荘
のフロントに行かないと２次元バーコードがな
い。

100％以上　105％未満
事業計画の目標や仕様書の内容に概ね沿っているもの

95％以上　100％未満

ランク 目標達成率（％） 判断基準

ＡＡＡ 115％以上 事業計画の目標や仕様書の内容を大幅に上回る成果があり、特に優れているもの

評
価
等

指定管理者の自己評価

Ａ+

評価理由

コロナ禍で、外部営業活動ができない中におい
て、過去の利用顧客へのＤＭ、メール配信やネッ
トに魅力あるプランを打ち出した。ＧｏＴｏキャ
ンペーン実施中では、11月に単月として近年にな
い売上を上げた。口コミ評価もかなりポイント
アップすることができ、権現荘の知名度アップに
もつなげることができた。

実
施
状
況

点検項目

・利用促進に向けた取組に努めているか。実現可能な利
用促進策を実施しているか。

・教室、イベント、自主事業などの取組状況

・利用者数増加のためのＰＲ活動は実施しているか。

・利用者アンケート等を活用し利用者の要望や意見を把
握しているか。また、対応策を講じているか。

・施設の設置目的を達成するための具体的な取組があっ
たか。

　　　　　　　　　　　　平成30年度　　平成31年度(令和1年度）　令和2年度
宿泊利用者数　　　　　　 7,986人 　　　7,958人　　　　　　　　　6,786人
日帰り利用者数　　　　　51,605人　　　48,206人　　　　　　　　20,849人

目
標
管
理

利用者数の増加

宿泊利用者数10,000人、日帰り利用者数60,000人

宿泊利用者数6,786人、日帰り利用者数20,849人



５　収支や収益の向上に関する取組

評価指標

目　標

実　績

資
料

【実施状況】

・勤務シフトの調整、食材仕入れなど経費削減に努め
た。広告宣伝、販売促進費は予算及び昨年実績を大きく
上回った。昨今宿泊予約の６割がネットからである。権
現会員を増し、自社ＨＰサイトからの予約アップを目指
すとともに、口コミ評価を上げることに努めた。
・目標値の達成率57.1％、金額は33,695千円下回った。
収支は35,459千円の施設管理受託料（リスク分担補填）
合わせ収支０円であった。

・新しい生活様式にマッチした通信販売サイトの運用を
開始した。
・マリンドリーム能生と合同で誘客及び通販サイト利用
促進キャンペーンを実施した。
・効果が高いＤＭは、継続的に送付を実施した。その
他、近隣県への営業活動及び大都市商談会へのリモート
参加をし、積極的に集客活動を行った。
・収支決算は、毎月会計事務所の監査を受けており、適
正に処理されている。

・可能な限り時間内に業務が終わるよう仕事内容を改善
し、加えて光熱費削減の意識を全員で持つことにより、
全体経費削減に努めた。新電力会社へ契約変更して電気
料削減を図った。

市の評価

評　　価 Ｂ

改善事項

・コロナ禍の中、在庫管理が困難ではあるが、賞味期
限切れ等の食材廃棄ロスの改善。
・固定費の削減。特に対前年度比で大幅に増加してい
る広告宣伝費、販売促進費等の見直し。

【評価基準】

Ａ＋

Ａ－

・施設の設置目的に沿った経費の執行ができたか。

目
標
管
理

安定的な経営と運営

経常収支の黒字化

当期収支０円（営業損失△11,773千円であるがコロナ禍対策に係る各種助成金等有り）

・マリンドリーム能生との連携、合同イベント、誘致
事業（通販サイト）を行っている。
・隣接県への営業活動、大都市へのリモート商談活動
は評価できる。
・コロナ禍の対応として、休館日を設けて雇用調整助
成金を活用しているほか、国県の各種助成金等を活用
している。
・市内の誘客営業活動が不足している。
・固定費を削減する取組が不足している。

実
施
状
況

点検項目

・利用料収入の目標達成度

・収入増加のための取組を実施しているか。

・収支決算書は適正に作成されているか。

・経費削減や業務の効率化に取り組んでいるか。

評
価
等

ランク 目標達成率（％） 判断基準

ＡＡＡ 115％以上 事業計画の目標や仕様書の内容を大幅に上回る成果があり、特に優れているもの

指定管理者の自己評価

Ａ－

新型コロナウイルス感染症という不測の事態の中
で、感染防止対策に全力を挙げると同時に、休館
日設定やスタッフの勤務調整を行い、雇用調整助
成金等を最大限に活用する努力をした。また、お
客様の誘客、売上げアップを目指し、注力したＷ
ＥＢ対策では、８月から11月までじゃらんでの閲
覧県内NO１を達成した。加えて、大幅な客単価
アップも図ることができた。しかし、年末からの
ＧｏＴｏキャンペーンの一時停止が、年度末まで
大きく影響した。

広告宣伝、販売促進費や食材原価などまだまだ見
直し、工夫が必要である。経済状況に合わせた広
告宣伝の掲載やお得感のある宿泊特典、新料理メ
ニュー提案などを行い、適正な原価率の維持や経
費削減に努めていく。

評価理由

105％以上　115％未満 事業計画の目標や仕様書の内容を上回る成果があり優れているもの

Ａ
100％以上　105％未満

事業計画の目標や仕様書の内容に概ね沿っているもの
95％以上　100％未満

ＡＡ

Ｂ 80％以上　95％未満 事業計画の目標や仕様書の内容を下回り、改善努力が必要なもの

Ｃ 80％未満 事業計画の目標や仕様書の内容を大幅に下回り、早急に改善対策を要するもの

項目 計画 実績 134,811

宿泊 55,170,000 34,795,363 32,236

日帰り 23,400,000 10,078,645 46,119

利用料金計 78,570,000 44,874,008 121,171

131,473

-10,302

-1,471

-11,773

11,773

0

営業損益

税引前純利益

当期純利益

雇用調整補助金、国

庫等補助金

営業外損益

■収入  　令和2年度  　単位:千円          　  ■収支　令和2年度　単位：千円

達成率

売上原価

57.1% 売上総利益

販売費及び一般管

理費

売上高

63.1% 施設管理受託料

43.1%



６　公の施設の設置目的と全体評価

指標別評価

Ａ-

Ｂ

Ｂ

総合評価

改善事項

【総合評価】

評価区分 判断基準

ＡＡＡ 優良である

ＡＡ 良好である

Ａ 適正である

Ｂ 課題がある

Ｃ 改善を要する

検
　
証
　
等

市の評価

評　価

設置目的 目標管理（評価指標）の再掲

地域住民の福祉及び都市と農山村の交流促進
に資するため、糸魚川市温泉施設権現荘を設
置する。

利用者の安全確保と適正な施設管理

利用者サービスの向上

安定的な経営と運営

評価内容

・日帰りの温泉施設は地元の方が多く利用しており、地域住民の福祉に寄与
しているが、収益の中心となる宿泊客が減少している。
・従業員は地元雇用し、食材は指定管理者が運営するマリンドリーム能生か
ら仕入れるなど地元からの調達をしており、地域振興及び地場産業の振興に
寄与している。
・施設の管理状況ついては、ほぼ良好な施設管理を行っている。
・収支に影響が大きい宿泊者数は、コロナ禍が主たる理由ではあるが、目標
を達成することができなかった。
・上記及び指標別評価を総合的に判断し、収支改善面での取組課題があるこ
とから、総合評価をＢとした。

Ｂ

課題検証

・宿泊利用者数増加に係る取組課題
　①インターネット宿泊サイトに偏った販促展開により広告宣伝費、販売手数料がかさんで
いる。インターネットの販促展開策を改める必要があるのではないか。
　②スキー客はもとより、ゴルフ客、バイク・自転車ツーリング、ランナーなど、能生地域
資源を活用した多様な切り口から宿泊に結び付ける仕掛けが不足している。
　③宿泊に限らず、日帰り客の誘客（動機付け）に結び付ける営業が不足している。
・経費削減に関する取組課題
　①コロナ禍で管理が困難ではあるが、本部と連携を十分にとり、食材等の仕入れ管理の工
夫が必要。
　②コロナ禍で集客が困難である以上、固定費の削減が急務である。広告宣伝費、販売促進
費等の見直しが必要。

・宿泊利用者数増加に係る取組
　能生地域の特徴的な強みを活かして誘客（動機付け）になる仕掛けを、インターネットを
絡めて営業展開を検討すること。他力本願的な受身のスタイルから、知恵を絞った攻めの誘
客企画に取り組むこと。そのことを社員一人一人が営業マンになって取り組むこと。
　リピーターを増やすこと。肝は顧客視点である。自分が宿泊したら何を思うか。不足して
いること、逆に不要なことをお客様目線で捉えて改善を図ること。
・経費削減に関する取組
　経費削減の大前提は、「自分事で捉えること」。自身の家計であればどう判断するのか。
従業員全員が経営者の意識で考えてほしい。無駄を抑えて、収入を増やす努力は、意識の変
化無しでは困難。今一度、商いの基本に立ち戻って意識を変えて取り組むこと。



公の施設指定管理者選定委員会（評価委員会）の意見書  

 

１ 指定管理者名   株式会社能生町観光物産センター  

 

２ 対 象 施 設   柵口温泉権現荘 

 

３ 評価委員会の意見  

項目 意    見 

 

対象施設に対す

るもの 

 

・雑草管理、排雪の処理についての苦情には適切に対応して

いる。引き続き、適正な処理に努めること。 

・食堂の利用促進について、積極的に取り組むこと。様々な

施策を行っても効果が表れない場合は、外注や自動販売機

による対応も含めて検討すること。 

・大手旅行予約サイトの利用に係る経費については、積極的

な経費であり、致し方無い部分もあるが、自社サイトから

の予約を促進することで、削減を図ること。 

・大手旅行予約サイトにおいて高評価であることは、努力を

非常に感じる。 

・利潤の追求に傾倒することで、施設の規模、目的に見合わ

ない余計な支出が生じているようなことはないか。そうし

た視点で分析することも必要である。  

 

 

指定管理施設全

体に対するもの 

 

・コロナの影響に対する補填については、一律に赤字部分全

てを補填するのではなく、それまでの収支実績や支出の削

減努力を考慮して判断することが望ましい。 

・現状の協定に基づいてコロナの影響を不可抗力とし、指定

管理者側に負担を求めないとしていることについて、協定

の改正などを含めて、よく検討してほしい。 

・コロナ陽性者が出た場合の対応等について、費用負担も含

めて事前に定めておくこと。 

 

 


